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平成２８年新春セミナー・行政講演・賀詞交歓会 
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 「担い手三法の運用状況と生産性向上（i-Construction）について  」 

国土交通省 大臣官房 技術調査課 建設システム管理企画室長      岩﨑 福久  様 

建設産業の現状は建設投資、許可業者数等は減少し、高齢化が進んでいます。中長期的

なインフラの品質確保等のため、国土・地域づくりの担い手として持続可能な建設産業の

構築が課題です。また、将来にわたる公共工事の品質確保とその担い手の中長期的な育

成・確保の実現に改正品確法が施行され、各発注者が発注関係事務を適切かつ効率的に運

用するため運用指針が平成２７年４月１日より運用開始されました。この指針の運用は、予

定価格の適正な設定、歩切りの根絶、発注・施工時期の平準化等課題はありますが、順調

に取組まれてきています。一方、担い手不足、労働災害撲滅等、賃金水準向上対策等の為 

には、ＩＣＴ技術等を活用した生産性の向上が不可欠です。  
 

 

 

本年１月２９日にメルパルク東京にて、国土交通省 岩﨑福久様と、厚生労働省 谷直樹様に講演をお願い

し、新春セミナーが開催されました。また、新春セミナーの後は、多数の来賓・会員ご参加による交流促進 

を図って頂く場となる賀詞交歓会が開催されました。  

 新 春 セ ミ ナ ー 

野﨑正和会長より開講挨拶  

 今年の公共事業費は、平成２７年度補正及び平成２８年度予算案

で、昨年度に比べて約１．２％増と昨年度並みということで、まずまず

良かったと思っております。また、国土交通省から公共工事の設計

労務単価は全国全職種平均４．９％アップとのことです。この単価が

我々に反映されるのは、時間がかかるとは思いますが、良い材料の 

一つに繋げられると思います。 

懸案事項である「人材確保・育成」、特に若手の確保については、厚生労働省や振興基金でいろいろな方策を実

施されていますが残念ながら、我々の業界の厳しさは変わっておりません。若手の人材の確保には、賃金アップと

社会保険加入案の、若者に魅力ある職場作りが急務と考えます。トンネル作業員は、一人前と言われるまでに約２０

年かかります。入職した若者を一人前の職人に育てるための教育システムも今後考えていかなくてはなりません。 

もうひとつの懸案材料として「安全確保」が挙げられます。労災事故の発生状況には、急激なトンネルの出件の増

加による社員を含め作業員の人材の不足が原因の一つにあげられると思います。トンネルは切羽と機械の災害が

大半を占めており、当協会では、長年、切羽肌落ち災害防止について対策を検討し、平成１９年、平成２４年に肌落

ち災害事例テキストを発刊致しました。安全確保には、こうした我々の日頃の地道な努力と、国土交通省や厚生労 

働省などの外部からの支援が必要と考えております。 

厚生労働省では昨年より「鏡吹付を含めた切羽の労災事故防止ガイドライン」の発出について動き出されてい

ます。当協会では、更に日建連とも連携し、切羽の安全確保と標準積算に加えて頂けるよう努力して参ります。ま

た、同様な問題として「受注者が適正な利益確保できる発注」、「トンネル出件の平準化」等の「担い手３法」につい 

て、その運用指針が適正に運用されることにも期待したいと思います。 

 

  「建設労働者の現状と人材確保・育成に向けた取組について  」    

厚生労働省 職業安定局 雇用開発部 雇用開発企画課 建設・港湾対策室長     谷 直樹  様  

建設分野における技能労働者数は、平成９年度の４５５万人がピークでその後減少し、平

成２６年度は３４１万人となりました。また、年齢構成をみると、高齢化が進んできていま

す。一方で最近では、景気回復等で、建設産業関連の有効求人倍率は上昇し、担い手確

保に向けて更なる対策を実施していく必要があります。高校卒業者の建設業における新

規学卒求人に対する未充足率は前年度比８．２％悪化の６８．６％となっています。厚生労働

省は建設分野における「魅力ある、働き甲斐のある職場づくり」に向け、国土交通省と

連携し、建設業の人材確保・育成をサポートします。その為平成２８年度は、建設労働者 

確保育成助成金の充実や建設労働者雇用支援事業を実施します。 

 行 政 講 演 



  

 国土交通省 大臣官房 技術調査課長 五道仁実 様 

予算案では、長年減少傾向だったのがようやく安定的に確保できる道筋が見えてきた気がします。

その中で品確法の改定を受けまして、皆様方の経営環境の改善、又現場の土木関係環境の改善に

対してしっかり取り組んでいきたいと考えております。設計変更の話、工期の設定の問題、等に対して

も皆様のご意見を頂きながら若者の入ってくる現場をいかに創っていくかについて一緒に考えていけ 

ればと思っております。   

 

 国土交通省 土地･建設産業局 建設市場整備課長  木村 実 様 

我々が担当している行政の中で、一丁目一番地の課題と思っているのが、担い手の確保です。労

働力はこれから団塊の世代の方々が５年、１０年で大量に退職が見込まれており若い担い手を確保し

ていく事が喫緊の課題、待った無しの課題です。その為に数年来取り組んでいるのが、賃金の適正

水準の確保、社会保険の加入促進です。設計労務単価を公表しましたが、全国全職種、平均4.9％と

いう４年連続で引き上げ、トンネル工事業では特殊工と作業員、世話役と３種分かれていますがいず

れも、７％、８％と非常に高い伸びとなっております。大事なことは、設計労務単価がきちんと現場の労

働者の方々に行き届くようにすることです。 

   

 厚生労働省 労働基準局 安全衛生部 安全課 建設安全対策室長 奥村伸人 様 

最近テレビ『ぶらタモリ』の１月の放送で丹那トンネルが取り上げられておりましたが、「タモリ」がその

トンネルのお陰で熱海に新幹線が来るのと同時に、水が熱海に豊富に来るようになって熱海があれ程

になったのだという話をしていました。人気番組のお陰で、土木の仕事もプラスの面を皆さんに知って 

もらうことができ、トンネルにとってもいい番組だったと思います。    
 
 

 一般財団法人 建設業振興基金 理事長   内田 俊一 様  

この間ラジオを聴いておりましたら、広島の機械工場（製造業）、そこで工場の製造に当たる従業員

に本格的に女性を採用したいというニュースをやっていました。その為に部材を運ぶロッドを少なくし、

軽い工具を作る他、女性に対応出来る事が説明されました。行く々は製造工場そのものも、女性がそこ

で働く条件を見直すことも考えているそうです。いよいよ本気で女性をとろうとしている事は、本格的に

人が足りなくなるということだといえます。 

建設業最初の課題は離職を止めることだと思います。建設業界の会長さんと話をしていた時に、ここし

ばらくの間に建設業の経営者が親方から皆、社長に変わったという事を言っておられました。どういう

点がかというと、一つはしっかり仕事をもってきて社員・職人を養う事、もう一つは、若者をしっかりと一

人前の職人に育て上げる事、親方はこの二つの責任を持っていました。しかし、現在は、後者の責任

を忘れてしまっている経営者が多いように思われます。 

※お役職は平成２８年１月３０日現在です 

 理 事 ・監 事 会 開 催 

 賀 詞 交 歓 会 

平成２７年度第２回理事会・監事会が１月２９日にメルパルクにて開催されました。 

   ○報告事項 １７件 

   ○審議事項 

      ①新規３社会員入会の承認について 

         （㈲トラスト商会、㈱藤崎商会、近畿日本ツーリスト㈱ 会員計１０９社） 

②平成２８年度登録トンネル基幹技能者講習及び更新講習開催について、認定講習を７月に富士宮会

場、１１月に三田会場で開催することになりました。また更新講習を前年度と同様の地域にて年４ 

回程度開催することになりました。 

  ③平成２８年度第１回理事・監事会及び第９回社員総会開催日程について 

       (平成２８年５月１９日１３時より学士会館にて） 

   ○審議事項は全て承認されました。                  

賀詞交歓会 

多数のご来賓の方々及び全国から参集さ

れた会員の皆様には、互いに新年の挨拶を

交わし合い、交流を深めて頂きました。 



 
  機 械 管 理 要 員 研 修 

 

２月１３日に開催された更新講習（大阪会場）で１５名の方が修了証の更新をされました。 

累計更新講習修了者数２６６名 

 
  登録トンネル基幹技能者講習 

 

優秀施工者は、建設業の第一線にあって業務に精励し、常に技術・技能の向上に努め、他の模範となる者であ

り、安全優良職長は、一定の技能と経験を有し、担当する現場又は部署が優良な安全成績をあげた労働者を直接

指揮する職長、班長等を担当大臣が顕彰するものです。平成２７年度からは青年優秀施工者局長顕彰制度も始まり 

ました。 

トンネル専門協は３名の優秀施工者候補者と１名の安全優良職長候補者を推薦し、推薦者全員の受賞が決定し、

優秀施工者は平成２７年１０月９日メルパルクホール(東京港区)、安全優良職長は平成２８年１月１２日中央合同庁舎

５号館(東京千代田区)での顕彰式典にて受賞されました。受賞者の皆様大変おめでとうございます。（敬称略） 
 

 安全優良職長  

       村崎建設㈱  大野史一 
   

  青年優秀施工者（建設ジュニアマスター）          

   成豊建設㈱  野口 壮  
 

  優秀施工者（建設マスター）                                

    ㈱興和建設  濱田盛幸  、    藤友工業㈱  大﨑卓弥 

 
  協会からのお知らせ（今後の予定） 

 

 
  合 同 安 全 パ ト ロ ー ル 

 

平成２８年２月２０日に静岡県の(国)414号(仮称)静浦トンネル本体

工事にて平成２７年度トンネル施工機械現場管理要員研修が行わ

れました。油圧ドリルジャンボ、コンクリート吹付機、サイドダンプ式ホ

イールローダ、重ダンプトラックについて説明があり、その後、座学研 

修での点検箇所、留意点等を実機で具体的に学びました。  

平成２８年２月１６日に静岡県の静浦バイパス静浦１号ト

ンネル工事 にて、労務安全衛生委員会の委員と横山工

業㈱との合同による安全パトロールが行われました。総じ

てきれいに整理整頓された現場で、安全管理、近隣対

策、資材管理等にも十分配慮された様々な対策が講じら 

れており良好でした。 

工事概要  

  発注者：静岡県  
  元 請 ：鹿島・集特定建設工事共同企業体  
  施 工 ：横山工業㈱   

  工 期 ：H.26.3～H.28.12   
  工事概要：トンネルL=1177m、内空断面積=70.7㎡  

防音ハウス 

換気設備及び二重防音扉 

重機運転手と作業員間の連絡合図標識 

【平成２８年度 新規入会企業紹介】  近畿日本ツーリスト㈱ 、   ヒラオカ石油㈱  

【今後の予定】 

 ・平成２８年度第１回登録トンネル基幹技能者更新講習（東京会場）           平成２８年６月１１日 

 ・平成２８年度第１回登録トンネル基幹技能者講習（富士教育訓練センター）    平成２８年７月７日～１０日  

 ・平成２８年度秋季セミナー ・懇親会                              平成２８年９月１６日  

 ・平成２８年度第２回登録トンネル基幹技能者講習（三田建設技能研修センター） 平成２８年１１月１０日～１３日 

 
  平成２７年度安全優良職長・優秀施工者大臣顕彰等 
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TEL:03-5251-4150  FAX:03-3591-3550  URL：http://www.tonnel.jp 
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